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１月の行事予定

日 曜 行 事 名

１ 月 元日

２ 火

３ 水

４ 木 仕事始め

５ 金

６ 土 週休日

７ 日 週休日

８ 月 成人の日

９ 火 始業式 大掃除

１０ 水 記名チェック

１１ 木

１２ 金

１３ 土 土曜授業 桜島噴火防災訓練

１４ 日 週休日 日曜城山登山

１５ 月

１６ 火 鹿児島学習定着度調査（５年）

１７ 水 鹿児島学習定着度調査（５年）

記名チェック

１８ 木 グリーンタイム

１９ 金 長田中入学説明会（６年）

２０ 土 週休日

２１ 日 週休日

２２ 月

２３ 火

２４ 水 記名チェック

２５ 木 クラブ活動

２６ 金

２７ 土 週休日

２８ 日 週休日

２９ 月

３０ 火

３１ 木 記名チェック

登下校時の正門前の児童の乗降について
標記の件について、さくら連絡網で、すでに連絡を

させていただきましたが、警察から正門前の車の停車

について、以下のような指導がありましたので、紙面
でも改めてお知らせをいたします。
「登下校時の正門前の児童の乗降ですが、市役所前の

大きな通りということもあり、歩道に幅寄せしての児

童の乗降は、万が一後続車が一時停車中の車にぶつか

った場合、歩道を歩いている登下校中の他の児童を巻

き込む恐れがありますので、やめていただくよう通告

ください。」

児童の乗降が必要な場合は、裏門付近まで回ってい

ただいて、乗降させてください。これまでも学校に対

し、警察以外からも、通勤で利用されている方からの

指摘を受けておりますので、今後の御対応をよろしく

お願いします。

「みんなの「新年の誓い」は…
～６年生は卒業へのカウントダウン～」

校長 宮田 研郎

12月の初旬は、この季節とは思えないほどの暖
かい日が続いていましたが、さすがに下旬ともな
ると、ぐっと気温も下がりようやく冬らしい気候
となりました。全国的にインフルエンザの感染者
も増えており、学校でも欠席者が目立っています。
冬休みを元気に過ごせるように、ご家庭でも感染
予防には十分注意してください。
ところで、12月のある日のこと、６年生の男児

が私に封書を持って来ました。中の便箋を読んで
みると、『校長先生、毎朝、登校時にお世話にな
っております。たまに授業中に見に来られる時は
キリッとした目で見ていて「ちゃんと児童たちの
ことを見ているんだな」などと、たびたび思って
います。わたしたち６年生は、３月にこの名山小
学校を卒業します。そこで、お世話になった先生
方からメッセージをいただき、これからのはげみ
にしたいと思います。先生方には申し訳ありませ
んが、どうぞよろしくお願いします。（以下、省
略）』と、卒業文集に掲載する「贈る言葉」の原
稿依頼でした。手紙から伝わるユニークさはさて
おきまして、既に６年生の卒業へのカウントダウ
ンがしっかりと始まっていることを改めて思うこ
とでした。（卒業へのカウントダウン、実は１年に入学した時から
始まっているのですが…）３学期になると登校日はわず
が53日。小学校生活残りの日々をどのように過ご
し、４月の中学校への入学をどんな気持ちで迎え
るのか…是非、新しい年には、親子一緒に「子ど
もたちにとって、なりたい自分とはどんな自分な
のか」、そして「新年にはどんな誓い（目標）を
立てるのか」等々、話し合う時間をつくってくだ
さい。『一年の計は元旦にあり』です。
春には一つ上に進級する１年生から５年生のご

家庭でも、やる気が高まるこの 1 月に「新しい年
に実現したいことは何か、そのために何を頑張る
のか。」など一緒に語りながら気持ち良く新年を
迎え、「まとめ、つなげる学期」である３学期を
更に充実させてください。
12月22日の２学期の終業式では子どもたちに、

「新しい年を迎える正月は、自分を変えるチャン
スの時。新年の誓いをしっかり立てましょう。」
と話します。2024年、名山っ子の更なる飛躍を期
待しています。
また、保護者や地域の皆様におかれましては、

常日頃から本校の教育活動等に対しまして、多大
なるご理解とご協力をいただき、職員一同、心か
らお礼を申し上げます。皆様にとりまして新しい
年が豊かで素晴らしい年でありますことをお祈り
いたします。

花の寄贈と赤い羽根共同募金活動
今年もＪＲＣ委員会が準備したプランタ

ーを市の教育委員会に寄贈してきました。
全部で１２台になりますが、春には素敵

な花を咲かせてくれることと思います。
教育委員会前を通る度に、「今日はどのく

らい大きくなったのかな」と、プランター
の中を覗くのがとても楽しみになりました。

１２月９日（土）、ＪＲＣ委員会がセンテ
ラス前で歳末助け合い運動として「赤い羽根
共同募金活動」に参加してきました。
街を行き交う方々に募金を呼びかけまし

た。ありがたいことに、子どもたちの元気な
声が届いたのか多くの方々が笑顔で募金の協
力をしてくださいました。

門松の設置
今年も残すところ１週間となりまし
た。今年度も名山小応援団に協力をいた
だき、正門前に門松を設置しました。

寒風吹く中、参加者が講師指導のもと、

千両や梅、松、葉ボタンなど、配置を考
えながら、丁寧に飾り付けをしていき
ました。
門松が歓迎しますの

で、ぜひ正門からいら
してください。

第７５回開校記念城山登山競走
１２月１日は「開校記念城山登山競走」でした。

城山登山競走といえば、あの急な坂道。スタートラインに立つだけで、

心臓が張り裂けそうになってきます。それでも、子どもたちは、これま

でこつこつと練習で積み上げてき成果を発揮しようと、歯を食いしばっ

て、山登りにチャレンジしていました。途中、疲れて歩き出す子どもも

いましたが、それでも一歩一歩、歩みを進めてゴールにたどり着く姿は

とても立派でした。目標を達成した子、目標に届かなかった子、それぞ

れいますが、競走大会までの練習を続けてきたことに大きな意味がある

と思います。走ることは全ての運動の基本です。これで終わるのではな

く、少しずつでもよいので継続して走り続けてほしいですね。

それから、今年も沿道からの声援をありがとうございました。保護者

や地域の方々からの声援が子どもたちの走る原動力になりました。また、

今年は名山小応援団の方々にもサポートをいただきました。ありがとう

ございました。


